










































2 第 35田IPhOオブザーパー(北原和夫、並木雅俊、毛塚博史、大山光晴、影森徹、前田義幸)0 
第 36自スベイン・サラマンカ大会にも物理チャレンジ組識委員会はオブザーパーとして委員〈江
尻有郷、長谷川修胃、毛塚博史、鈴木亨、谷本嗣英)を派遣した。































2006年シンガポール大会:銀 1(搭高高 3年)、多jriJ3 (蘇布高 3年、西南高 3年、
ラ・サール高 3年)、入賞 1(灘高 1年)。









2008年ベトナム大会:金 1(灘高 3年)、銀 1(筑駒高 3年)、銅 1 (広大福山高 3年)、
入賞 2 (洛南高 3年、東海高 3年)0 
2009年メキシコ大会:金 2(慶応高 3年、水戸一高 3年〉、銀1 (岡山朝日高 3年)、




ック (101)、それに 1990年にチェコスロヴァキアで第 1回大会を関寵した国際生物学オ
ヲンピック(IBO)などがある5。この 5つの科学オリンピックは、科学技術振興機構 (JST)
により支援されている60






















函 4.第 1回大会のポスター 国 5.第 5回大会のポスター






















成している c 実験課題は、物理チャレンジの華である。 100入の挑戦者が、 100台の装量
で、一斉に実験に取り組んでいる姿だけでも社説である。百聞は一見に如かず、である。
是非見学に来ていただ、きたい。罰§と菌 7~土、実験風景である。
















諮問年 2006年 2007年 2008年 2009年




てみよう J(第 2回)、 flオクターブ出せる楽器をつくろう J(第 3国入「達成接り子の動きについ
て語べてみよう J(第 4回)、ド辻ねかえり係数'と 4お湯の冷め方'からの選択J(第 5@!)であ
った。
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